
（
一
社
）富
山
県
芸
術
文
化
協
会
の
第
66
回
理

事
会
は
、
５
月
９
日
㈬
に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山
で
須
河
弘
美
県
生
活
環
境
文

化
部
長
と
清
原
明
宏
県
生
活
環
境
文
化
部
参

事
・
文
化
振
興
課
長
を
来
賓
に
迎
え
、
理
事
、

参
事
、
監
事
、
事
務
局
幹
事
な
ど
、
あ
わ
せ
て

約
1
0
0
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
淳
芸
文
協
会
長
の
挨
拶
の
後
、
須
河
部

長
に
祝
辞
を
頂
き
、
議
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
「
平
成
29
年
度
事
業
報
告
、
決
算

報
告
、
監
査
報
告
」
に
つ
い
て
事
務
局
及
び
磯

野
監
事
か
ら
の
報
告
の
の
ち
、
第
２
号
議
案

「
役
員
の
改
選
（
案
）」、
第
３
号
議
案
「
平
成

30
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
予
算
（
案
）」、
第

４
号
議
案
「
役
員
報
酬
等
に
つ
い
て
（
案
）」、

第
５
号
議
案
で
の
第
６
回
社
員
総
会
招
集
の
事

務
局
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
23
日
㈬
に
富
山
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ

た
第
６
回
社
員
総
会
に
は
、
来
賓
に
今
井
光
雄

県
生
活
環
境
文
化
部
次
長
、
清
原
明
宏
県
生
活

環
境
文
化
部
参
事
・
文
化
振
興
課
長
を
お
迎
え

し
、正
会
員
36
団
体
中
34
団
体
に
加
え
、理
事
、

参
事
と
監
事
な
ど
、
あ
わ
せ
て
約
80
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

加
藤
淳
芸
文
協
代
表
理
事
の
挨
拶
の
後
、
今

井
次
長
に
祝
辞
を
頂
き
、
議
長
に
県
俳
句
連
盟

代
表
の
中
坪
達
哉
氏
を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま

し
た
。
第
１
号
議
案「
平
成
29
年
度
事
業
報
告
、

決
算
報
告
、
監
査
報
告
」、
第
２
号
議
案
「
役

員
の
改
選
（
案
）」、
第
３
号
議
案
「
平
成
30
年

度
事
業
計
画
（
案
）、
予
算
（
案
）」、
第
４
号

議
案
「
役
員
報
酬
等
に
関
す
る
規
程
改
正
案
」

の
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
、
総
会
は
終
了
し
ま
し

た
。
な
お
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
は
、
２

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

前
富
山
県
知
事
で
芸
文
協
最
高
顧

問
の
中
沖
豊
氏
が
６
月
24
日
に
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
芸
文
協
発
足
当
初

か
ら
芸
文
協
の
活
動
に
対
し
、深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
た
恩
人
で
す
。

知
事
在
任
中
は
県
政
を
通
し
て
芸

術
文
化
の
振
興
と
発
展
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
国
際
文
化
交

流
に
力
を
注
が
れ
、
富
山
県
置
県

1
0
0
年
を
記
念
し
昭
和
58
年
に

開
催
し
た「
第
１
回
富
山
国
際
ア
マ

チ
ュ
ア
演
劇
祭
」は「
と
や
ま
世
界
こ

ど
も
舞
台
芸
術
祭（
Ｐ
Ａ
Ｔ
）」へ
と

姿
を
変
え
て
今
な
お
世
界
中
に
文
化

の
輪
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
知
事
退

任
後
も
芸
文
協
最
高
顧
問
と
し
て
温

か
い
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
衷
心
よ
り
哀
悼
の
誠
を
捧

げ
ま
す
と
と
も
に
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

第66回理事会・第６回社員総会を開催
平成30年度事業計画案を承認

中
沖
豊
最
高
顧
問
ご
逝
去

訃
報

第66回理事会　須河弘美県生活環境文化部長より祝辞 第６回社員総会

2000年とやま世界こども演劇祭にて
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（
平
成
30
年
７
月
現
在
）

①
第
43
回
富
山
県
青
少
年
美
術
展

９
月
８
日
㈯
〜
11
日
㈫

富
山
県
民
会
館
美
術
館
・

地
下
展
示
室
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

②
第
１
回

と
や
ま
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭

《
舞
台
公
演
》

11
月
11
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館

《
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

11
月
10
日
㈯
〜
11
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館
ほ
か

［
併
催
］

と
や
ま
国
際
こ
ど
も
美
術
展
２
０
１
８

③
国
際
芸
術
文
化
交
流
事
業

④
芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業

４
月
〜
平
成
31
年
３
月

（
予
定
）

⑤
広
報
誌
「
藝
文
協
だ
よ
り
」

249
号
〜
253
号
刊
行

⑥
総
合
文
芸
誌
『
と
や
ま
文
学
』

第
37
号
刊
行

（
第
37
回
と
や
ま
文
学
賞
）

⑦
総
合
機
関
誌
『
藝
文
と
や
ま
』

第
47
号
刊
行

⑧
芸
術
鑑
賞　
洋
舞
公
演

平
成
31
年
２
月
17
日
㈰

富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

チ
ェ
コ・
プ
ラ
ハ
ボ
ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ

団
、
可
西
舞
踊
研
究
所
合
同
公
演

⑨
県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
８
参
加

第
67
回
富
山
県
芸
術
祭

６
月
〜
平
成
31
年
２
月

県
内
一
円

加
盟
36
団
体

⑩
第
24
回
富
山
県
い
け
ば
な
公
募
展

６
月
30
日
㈯
・
７
月
１
日
㈰

富
山
県
民
会
館
地
下
展
示
室

⑪
国
際
交
流
事
業

ア
．
第
15
回
リ
ン
ゲ
ン
世
界

こ
ど
も
演
劇
祭
派
遣
事
業

（
派
遣
期
間
）６
月
20
日
㈬
〜

７
月
２
日
㈪

（
派
遣
先
）ド
イ
ツ・リ
ン
ゲ
ン

（
派
遣
）和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所

出
演
者
ら
総
勢
61
名

イ
．
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ハ
イ
ド
ゥ
ナ
ー

ナ
ー
シ
ュ
国
際
ア
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
派
遣
事
業

（
派
遣
期
間
）７
月
16
日（
月・祝
）〜

30
日
㈪

（
派
遣
先
）ハ
ン
ガ
リ
ー
・

ハ
イ
ド
ゥ
ナ
ー
ナ
ー
シ
ュ

（
派
遣
）大
野
一
秀
、
米
田
英
隆

ウ
．
日
中
友
好
交
流
事
業

富
山
県
・
遼
寧
省
友
好
事
業

（
派
遣
期
間
）８
月
（
予
定
）

（
派
遣
先
）中
国
・
遼
寧
省

（
派
遣
）芸
文
協
会
長
加
藤
淳

エ
．
日
韓
友
好
交
流
事
業

「
韓
国
江
原
道
女
流
書
藝
家
展

と
や
ま
」

（
期
間
）11
月
24
日
㈯
〜
27
日
㈫

（
会
場
）富
山
県
民
会
館
ロ
ビ
ー

韓
国
江
原
道
よ
り
女
流
書
藝
家

等
12
名
を
招
へ
い

オ
．
と
や
ま
国
際
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

2
0
1
8

（
期
間
）11
月
13
日
㈫
〜

23
日（
金
・
祝
）

（
会
場
）富
山
県
呉
羽
青
少
年
自

然
の
家

（
作
品
展
）11
月
24
日
㈯
〜
27
日
㈫

（
会
場
）富
山
県
民
会
館
ロ
ビ
ー

海
外
か
ら
美
術
家
等
10
名
程
度
招
へ
い

①
県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
８

総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
準
備
事
業

《
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》

９
月
15
日
㈯

新
川
文
化
ホ
ー
ル

《
生
活
文
化
展
》

９
月
15
日
㈯
〜17

日（
月
・
祝
）

新
川
文
化
ホ
ー
ル

②
平
成
30
年
度
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

（
期
日
）
＊
９
面
に
掲
載

③
中
央
通
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

４
月
５
日
㈭
〜

平
成
31
年
４
月
16
日
㈫

北
陸
銀
行
本
店
中
央
通
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ウ

（
出
品
者
・
会
期
）＊
７
面
に
掲
載

④
ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

４
月
12
日
㈭
〜

平
成
31
年
４
月
９
日
㈫

北
陸
銀
行
本
店

（
出
品
者
・
会
期
）＊
７
面
に
掲
載

⑤
ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
一
番
町

４
月
14
日
㈯
〜

平
成
31
年
４
月
15
日
㈪

北
陸
銀
行
越
前
町
支
店
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ウ

（
出
品
者
・
会
期
）＊
７
面
に
掲
載

①
第
73
回
富
山
県
美
術
展

〈
応
募
入
賞
入
選
作
品
・
会
員
作
品
〉

６
月
２
日
㈯
〜
８
日
㈮

富
山
県
民
会
館

②
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
８

ア
．
大
伴
家
持
生
誕
１
３
０
０
年

記
念
・
越
中
万
葉
創
作
舞
踊

③
美
の
祭
典

越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８

11
月
17
日
㈯
〜
21
日
㈬

富
山
県
民
会
館

④
南
砺
市
い
な
み
国
際
木
彫
刻

キ
ャ
ン
プ
２
０
１
９

事
前
準
備
事
業

４
月
〜
平
成
31
年
３
月

①（
一
社
）富
山
県
芸
術
文
化
協
会

表
彰
式

11
月
２
日
㈮

パ
レ
ブ
ラ
ン
高
志
会
館

②
第
５
回
富
山
ひ
ま
わ
り
賞
贈
呈
式

11
月
２
日
㈮

パ
レ
ブ
ラ
ン
高
志
会
館

③
第
13
回

富
山
県
芸
術
文
化
協
会

「
北
日
本
新
聞
社
杯
ゴ
ル
フ
大
会
」

10
月
30
日
㈫

富
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

④
国
際
交
流
演
劇
公
演
事
業

〈
芸
文
協
補
助
金
の
支
出
の
な
い

事
業
〉

国
際
競
演

ア
ン
ト
ン
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
作

「
結
婚
の
申
し
込
み
」
公
演

９
月
28
日
㈮

富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

劇
団
文
芸
座
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・

劇
団
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・
ス
タ
ジ

オ
・
デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン

国
際
合
同
公
演

加
藤
道
夫
作

「
思
い
出
を
売
る
男
」
公
演

平
成
31
年
１
月
23
日
㈬
〜24

日
㈭

富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

劇
団
文
芸
座
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・

劇
団
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・
ス
タ
ジ

オ
・
デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
、

可
西
舞
踊
研
究
所

（
総
会
議
案
書
順
に
掲
載
）

主
催
事
業

受
託
事
業

共
催
事
業

そ
の
他
事
業

平
成
30
年
度
事
業
計
画

「
万ま

ん
よ
う葉

高こ

し志
の
国
」

７
月
28
日
㈯

富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

イ
．
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
こ
う
も
り
」

ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
作
曲

12
月
２
日
㈰

富
山
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

（
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
）

役
員
の
異
動�

（
敬
称
略
）＊
新
任
の
み

《
名
誉
会
員
》	

菅
野　
昭
正

	

川
本　
皓
嗣

《
参　
　
　
議
》	

江
幡　
春
濤

《
副　
会　
長
》	

熊
谷
喜
美
子

	

上
田　
洋
一

《
理　
　
　
事
》	

谷
内　
　
徹

	

松
田　
真
治

	

谷
口　
信
夫

	

河
合　
蘆
洲

	

重
松　
秀
子

	

中
﨑　
健
志

	

前
田　
玲
子

	

吉
川　
信
一

	

飯
塚　
幸
子

	

有
川　
圭
美

《
監　
　
　
事
》	

宇
津
井
慶
子

《
参　
　
　
事
》	

山
田　
蒼
山

事
務
局
の
異
動�（
敬
称
略
）＊
新
任
の
み

《
参　
　
　
与
》	

西
藤　
哲
夫

	

柳
田　
邦
男

	

丸
山　
幸
一

	

山
本　
　
清

	

高
岡
由
美
子

	

坂
井　
　
禎

	

藤
井　
聖
代

	

金
剛
寺
桂
子

	

今
井　
宗
秀

《
事
務
局
長
》	

有
川　
圭
美

《
事
務
局
次
長
》	

黒
川　
雅
皓

《
事
務
局
幹
事
》	

大
澤　
三
月

	

野
村　
光
雄

	

斉
藤　
晴
之

	

稀
音
家
多
祢
祐

	

村
井　
義
治

	

川
村　
文
乃

	

山
上
登
美
子

V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V

V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
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第
24
回
富
山
県
い
け
ば
な
公
募
展
を
、

６
月
30
日
㈯
〜
７
月
１
日
㈰
の
２
日
間
、

富
山
県
民
会
館
地
下
展
示
室
に
て
行
い

ま
し
た
。

県
内
各
流
派
を
代
表
す
る
華
道
家

２
５
０
名
と
一
般
公
募
50
名
に
よ
る

２
６
２
点
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

思
い
を
込
め
て
生
け
ら
れ
た
季
節
の

花
々
が
彩
り
豊
か
に
会
場
を
賑
わ
し
、

期
間
中
に
訪
れ
た
４
千
人
を
超
え
る
来

場
者
は
、
夏
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
よ

う
な
爽
や
か
で
み
ず
み
ず
し
い
い
け
ば

な
作
品
の
数
々
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
酒
井
和
佳
子
実
行
委

員
長
、
忠
田
憲
美
北
日
本
新
聞
社
代
表

取
締
役
社
長
の
ご
挨
拶
、
今
井
光
雄
県

生
活
環
境
文
化
部
次
長
の
祝
辞
の
の
ち
、

加
藤
淳
芸
文
協
会
長
よ
り
一
般
公
募
の

中
か
ら
下
記
の
５
名
の
方
々
に
奨
励
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
奨
励
賞
】（
敬
称
略
）

南　
　
芙
来�

尾
崎
さ
く
ら

松
本　
僚
太�

盛
田　
直
子

垣
内　
正
恵

第
24
回
富
山
県
い
け
ば
な
公
募
展

第
73
回
富
山
県
美
術
展
を
６
月
２
日

㈯
か
ら
８
日
㈮
の
７
日
間
に
わ
た
り
開

催
し
ま
し
た
。

今
年
は
一
般
公
募
で
９
８
１
点
の
応

募
が
あ
り
、そ
の
う
ち
６
３
９
点
が
入
選

し
ま
し
た（
入
選
率
は
６
５
．１
％
）。県

展
会
員
作
品
は
１
４
０
点
と
な
り
、合
わ

せ
て
７
７
９
点
の
作
品
を
展
示
し
ま
し

た
。
開
催
期
間
中
に
は
、１
３
，２
７
５

名
が
来
場
し
ま
し
た
。

２
日
㈯
に
は
、朝
９
時
30
分
か
ら
の

開
会
式
に
引
き
続
き
、各
部
門
で
県
外

審
査
員
の
先
生
方
に
よ
る
講
評
が
あ
り

ま
し
た
。
会
場
に
は
講
評
に
聞
き
入
る

多
く
の
出
品
者
や
観
客
が
集
い
、入
賞・

入
選
問
わ
ず
熱
心
な
質
疑
応
答
が
飛
び

交
う
な
ど
、賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

各
部
門
の
県
展
大
賞
の
受
賞
者
は
次

の
方
々
で
す
。

【
県
展
大
賞
】（
敬
称
略
）

日
本
画
部
門�

澁
谷　
隆
嗣

洋
画
部
門�

上
田　
　
明

彫
刻
部
門�

久
保　
大
樹

工
芸
部
門�

大
野　
秋
次

書
部
門�

嶋　
　
江
笛

写
真
部
門�

新
海　
　
稔
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第
73
回

　県

　展

第
73
回

　県

　展

写真部門

開会式テープカット

忠田憲美北日本新聞社代表取締役社長の
ご挨拶
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６
月
20
日
㈬
〜
７
月
２
日

㈪
に
か
け
て
、「
第
15
回
リ
ン

ゲ
ン
世
界
こ
ど
も
演
劇
祭
」

（
ド
イ
ツ
）
に
和
田
朝
子
舞
踊

研
究
所
の
出
演
者
ら
総
勢
61

名
を
派
遣
し
ま
し
た
。

６
月
25
日
㈪
の
ウ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
・
ホ
ー
エ
劇
場
で
の
公

演
で
は
、
新
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
地
球
に
生
ま
れ
た
子
供

た
ち
」
を
披
露
。
華
や
か
な

ダ
ン
ス
と
歌
に
加
え
、
環
境

破
壊
の
た
め
荒
れ
果
て
た
地

球
を
子
ど
も
た
ち
が
取
り
戻

す
ス
ト
ー
リ
ー
に
観
客
は
引

き
込
ま
れ
ま
し
た
。
幕
間
で

は
ド
イ
ツ
語
と
英
語
で
富
山

を
紹
介
す
る
ス
ピ
ー
チ
を
行

い
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
チ
後
は
、

日
本
の
伝
統
的
な
情
緒
溢
れ

る
演
目
「
和
の
奏
」
を
披
露

し
、
和
の
旋
律
と
軽
快
な
ダ

ン
ス
で
観
客
を
魅
了
し
、
満

席
の
客
席
か
ら
は
盛
大
な
拍

手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

翌
日
26
日
㈫
も
引
き
続
き

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ホ
ー
エ
劇

場
で
公
演
を
行
い
、
こ
の
日

は
招
待
さ
れ
た
地
元
の
学
校

の
生
徒
た
ち
が
観
劇
し
ま
し

た
。
28
日
㈭
は
演
劇
祭
広
場

の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
小
作
品

を
上
演
。
期
間
中
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
も
参
加
し
、
世

界
各
地
の
参
加
者
と
国
際
的

な
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

「
世
界
こ
ど
も
演
劇
祭
」

は
、
２
年
毎
に
開
催
都
市

を
決
め
開
か
れ
る
演
劇
祭

で
、
１
９
９
０
年
の
第
１
回

目
開
催
地
リ
ン
ゲ
ン
で
は
４

年
毎
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
の
「
と
や
ま
世

界
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭
（
Ｐ

Ａ
Ｔ
）」
開
会
式
で
は
、
Ｐ
Ａ

Ｔ
と
「
リ
ン
ゲ
ン
世
界
こ
ど

も
演
劇
祭
」
と
の
友
好
提
携

が
調
印
さ
れ
て
い
ま
す
。
富

山
県
は
１
９
９
０
年
の
初
参

加
以
来
、
今
回
で
８
度
目
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
期
間
中
は
、
国
際
ア

マ
チ
ュ
ア
演
劇
連
盟
の
総
会

が
行
わ
れ
、
２
０
２
０
年
の

夏
に
「
世
界
こ
ど
も
演
劇
祭
」

の
富
山
開
催
が
発
表
さ
れ
、

そ
の
概
要
を
伝
え
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

第
15
回

リ
ン
ゲ
ン
世
界
こ
ど
も
演
劇
祭
派
遣
事
業

本
年
度
よ
り
新
規
事
業
と
し

て
、「
第
１
回
と
や
ま
こ
ど
も
舞

台
芸
術
祭
」
を
11
月
11
日
㈰
に

県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
で
は
子
ど
も
の
た

め
の
舞
台
公
演
を
中
心
と
し
、

併
せ
て
舞
台
芸
術
や
伝
統
文
化

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
海
外
の

子
ど
も
た
ち
の
絵
画
展
を
開
催

予
定
で
す
。
４
年
に
１
度
開
催

し
て
い
る
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
「
と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台

芸
術
祭
（
Ｐ
Ａ
Ｔ
）」
の
県
内

版
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
ら
国
際

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
機
運
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
県
内
芸
術
文
化
団

体
の
選
抜
さ
れ
た
約
20
団
体
と

海
外
１
団
体
が
出
演
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

第
１
回

と
や
ま
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭

開
催
決
定

● 

お
よ
ろ
こ
び
の
人
々 

●

（
平
成
30
年
3
月
以
降
受
賞
順・敬
称
略・記
名
順
不
同
）

第
７
回

全
国
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
in
八
王
子

児
童
Ⅰ
部
門　
第
１
位

�

狩
野　
綾
香

指
導
者
賞�

武
岡　
と
も

第
75
回
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル

群
舞
部　
文
部
科
学
大
臣
賞

第
１
位�

可
西
舞
踊
研
究
所

群
舞
ジ
ュ
ニ
ア
部　
第
１
位

�

可
西
舞
踊
研
究
所

ジ
ャ
パ
ン
バ
レ
エ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
東
京
２
０
１
８

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
中
１
・
高
３

男
女
部
門　
第
２
位

�

武
岡
昂
之
介

第
57
回
日
本
現
代
工
芸
美
術
展

現
代
工
芸
副
理
事
長
賞

�

大
野　
秋
次

現
代
工
芸
本
会
員
賞

�

徤
名　
文
一

現
代
工
芸
賞

�

平
野
由
美
子

現
代
工
芸
新
人
賞

�

宮
長　
由
紀

第
28
回
工
芸
美
術
日
工
会
展

日
工
会
奨
励
賞

�

池
上
美
栄
子

入
選
（
初
出
品
）

�

出
町　
睦
子

第
35
回
と
や
ま
賞

�

森　
　
雅
史

第
75
回
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル

石
井
漠
・
は
る
み
指
導
者
大
賞

�

可
西　
晴
香

平
成
29
年
度
チ
ャ
コ
ッ
ト
賞

�

可
西　
晴
香

例
年
秋
に
開
催
し
て
お
り
ま
し
た

「
富
山
県
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

（
演
示
・
展
示
・
文
芸
部
門
）
は
、

昨
年
度
の
第
40
回
を
も
ち
ま
し
て
事

業
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
長
年
に

亘
り
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
の
皆

様
方
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

「地球に生まれた子供たち」「和の奏」
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D
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一般社団法人 富山県芸術文化協会役員名簿 平成30年7月

役　員 区　分 氏　　名 備　　　　　考

名誉会員 学 識 経 験 菅 野　昭 正 フランス文学者
〃 〃 川 本　皓 嗣 比較文学者

顧 問 学 識 経 験 髙 木　繁 雄 （公財）
富山コンベンションビューロー会長

〃 〃 遠 藤　俊 郎 富山大学学長
〃 〃 梅 津　時比古 桐朋学園大学院大学学長
〃 報 道 忠 田　憲 美 北日本新聞社代表取締役社長
〃 〃 温 井 　 伸 富山新聞社社長
〃 〃 羽 塚 　 由 ＮＨＫ富山放送局長
〃 〃 横 山　哲 夫 北日本放送社長
〃 〃 中 西 　 修 富山テレビ放送社長
〃 〃 山 下　清 胤 チューリップテレビ社長
〃 〃 小 山　孝 義 富山エフエム放送社長
〃 〃 赤 丸　準 一 一般社団法人

富山県ケーブルテレビ協議会代表理事
参 議 洋 画 林 　 清 納 洋画家
〃 〃 萩 中　幸 雄 洋画家
〃 彫 刻 横 山　豊 介 彫刻家
〃 工 芸 尾 長 　 保 工芸家
〃 〃 川 原　和 夫 工芸家
〃 〃 立 川　善 治 工芸家
〃 〃 得 地　秀 生 工芸家
〃 書 青 柳　志 郎 書家
〃 〃 江 幡　春 濤 書家
〃 オ ペ ラ 浅 岡　節 夫 音楽家
〃 〃 安 念　千重子 音楽家
〃 日 舞 藤 間　勘寿弥 日舞家
〃 洋 舞 和 田　朝 子 洋舞家
〃 舞 台 技 術 久 郷　秀 男 舞台美術家
〃 華 道 堀 田　一 子 華道家
〃 学 識 経 験 久 泉　迪 雄 歌人

名誉会長 平 田 　 純 文芸評論家
〃 小 泉 　 博 演出家
〃 吉 田 　 泉 文芸評論家

会 長 加 藤 　 淳 音楽評論家
副 会 長 酒 井　和佳子 華道家
〃 木 下 　 晶 文芸評論家
〃 可 西　晴 香 洋舞家
〃 熊 谷　喜美子 彫刻家
〃 上 田　洋 一 歌人

専務理事 舟 本　幸 人 照明家
理 事 日 本 画 温 井　喜 央 富山県日本画家連盟代表
〃 洋 画 谷 内 　 徹 富山県洋画連盟代表
〃 彫 刻 松 田　真 治 富山県彫刻家連盟代表
〃 工 芸 谷 口　信 夫 富山県工芸作家連盟代表
〃 書 河 合　蘆 洲 富山県書道連盟代表
〃 写 真 堀 田　信 一 富山県写真連盟代表
〃 造 形 教 育 横 山　隆 宣 富山県造形教育連盟代表
〃 邦 楽 河 崎　雅都美 富山県邦楽協会代表
〃 合 唱 松 下　正 樹 富山県合唱連盟代表
〃 オ ペ ラ 重 松　秀 子 富山県オペラ協会代表

理 事 社会人吹奏楽 松 井 　 裕 富山県社会人吹奏楽連盟代表
〃 学校吹奏楽 神 田　賢 二 富山県学校吹奏楽連盟代表
〃 オーケストラ 篠 崎　秀 一 富山県オーケストラ連盟代表
〃 能 楽 舘 　 　 聖 富山県能楽団体連絡協議会代表
〃 演 劇 平 田　義 人 富山県演劇団体連絡協議会代表
〃 高 校 演 劇 中 﨑　健 志 富山県高等学校演劇研究協議会代表
〃 日 舞 藤 間　松 山 富山県日本舞踊協会代表
〃 洋 舞 利 田　みさき 富山県洋舞協会代表
〃 舞 台 技 術 野 口　康 博 富山県舞台技術研究会代表
〃 詩 吟 剣 舞 長 井　岳 游 富山県詩吟剣舞連盟代表
〃 民謡（保存）野 上　克 裕 富山県民謡民舞連盟代表
〃 民謡（普及）中 野 　 忍 とやま民謡民舞団体協議会代表
〃 大 正 琴 信 清　秀 晴 富山県大正琴連盟代表
〃 児 童 文 化 尾 島　きみ枝 富山県児童文化研究会代表
〃 児 童 文 学 小 川　哲 哉 富山県児童文学協会代表
〃 小 説 金 山　嘉 城 とやま同人誌会代表
〃 詩 池 田　瑛 子 富山県詩人協会代表
〃 俳 句 中 坪　達 哉 富山県俳句連盟代表
〃 連 句 藤 縄　慶 昭 富山県連句協会代表
〃 川 柳 坂 下 　 淸 富山県川柳協会代表
〃 華 道 前 田　玲 子 富山県華道連合会代表
〃 茶 道 宮 永　圭 子 富山県茶道連盟代表
〃 学 識 経 験 𠮷 川　信 一 富山県美術連合会会長
〃 〃 藤 井 　 武 洋画家
〃 〃 中 尾　譲 治 写真家
〃 〃 飯 塚　幸 子 茶道家
〃 〃 米 原 　 寛 郷土史研究家
〃 〃 有 川　圭 美 国際交流

参 事 書 石 井 　 駿 書家
〃 〃 津 田　海 仙 書家
〃 〃 畠 山　耕 雪 書家
〃 〃 水 口　香 魚 書家
〃 〃 山 田　蒼 山 書家
〃 〃 青 柳　碩 襄 書家・日本北陸書道院代表
〃 〃 大 島　明 琴 書家
〃 児 童 画 大 谷　弓 子 富山県児童美術研究会代表
〃 日 舞 藤 間　勘登栄 日舞家
〃 洋 舞 谷 井　よう子 洋舞家
〃 〃 松 井　希代恵 洋舞家
〃 〃 和 田　伊通子 洋舞家
〃 邦 楽 岡 部　康宇山 邦楽家
〃 〃 小 坂　智 子 邦楽家
〃 能 楽 水 口　純 治 能楽師
〃 詩 吟 剣 舞 佐 野　天 慧 剣詩舞道家
〃 〃 長 瀬　天 帆 剣詩舞道家
〃 民謡（普及）宮 浦　豊 藍 民踊指導者
〃 〃 北 村　喜 一 民謡指導者
〃 〃 筏 井　豊華城 民踊指導者
〃 〃 麻 生　豊心笑 民踊指導者
〃 大 正 琴 蠣 崎　徳 江 大正琴演奏家

役　員 区　分 氏　　名 備　　　　　考
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参 事 大 正 琴 能 登　清 美 大正琴演奏家
〃 〃 四十谷　敏 子 大正琴演奏家
〃 華 道 岡 崎 　 忍 華道家・草月星秀会代表
〃 〃 辻 井　良 雄 華道家
〃 〃 磯 部　実 甫 華道家
〃 〃 稲 垣　美 梢 華道家
〃 〃 山 下　瑞 穂 華道家
〃 〃 中 川　雅 風 華道家
〃 〃 川 合　史 光 華道家
〃 〃 田 中　之 子 華道家
〃 〃 山 田　春 峯 華道家
〃 茶 道 浅 生　幸 子 茶道家
〃 〃 飯 野　宣 甫 茶道家
〃 〃 片 山　直 子 茶道家
〃 〃 澤 田　宗 基 茶道家
〃 〃 竹 本　宗 久 茶道家
〃 〃 坪 田　宗 繁 茶道家
〃 〃 道 田　好 枝 茶道家
〃 〃 丸 箸　芳 悦 茶道家
〃 服 飾 我 妻 眞 美 服飾研究家

監 事 茶 道 磯 野 宗 和 茶道家
〃 華 道 宇津井　慶 子 華道家

参 与 日 本 画 石 坂 恵 子 日本画家
〃 〃 岡 田　繁 憲 日本画家
〃 〃 砂子阪　政 巳 日本画家
〃 〃 西 藤　哲 夫 日本画家
〃 洋 画 大 門　清 廣 洋画家
〃 〃 柳 田　邦 男 洋画家
〃 彫 刻 長谷川　総一郎 彫刻家
〃 〃 加 茂　為 男 彫刻家
〃 〃 宇 津　孝 志 彫刻家
〃 〃 青 山　三 郎 彫刻家
〃 〃 丸 山　幸 一 彫刻家
〃 工 芸 志観寺　範 從 工芸家
〃 〃 前 川　正 治 工芸家
〃 〃 山 本 　 清 工芸家
〃 〃 海 内 　 保 工芸家
〃 〃 上 森　四 郎 工芸家
〃 〃 高 岡　由美子 工芸家
〃 書 石 井　克 代 書家
〃 〃 経 澤　 汀 書家
〃 〃 黒 田　昌 吾 書家
〃 写 真 向 井　俊 久 写真家
〃 〃 髙 橋　鐵 夫 写真家
〃 音 楽 長谷部　律 子 合唱指揮者
〃 〃 小 澤　眞 琴 演奏家
〃 〃 坂 井 　 禎 演奏家
〃 演 劇 窪 　 邦 雄 演劇評論家
〃 〃 谷 井　美 夫 演劇活動家
〃 日 舞 藤 間　寿賀藤 日舞家

参 与 舞 台 技 術 山 口 　 翰 舞台照明家
〃 民 謡 村 松　京 子 民謡演奏家
〃 短 歌 佐 伯　悦 子 歌人
〃 華 道 工 藤　泰 子 華道家
〃 〃 五十嵐　一 峯 華道家
〃 〃 喜多野 　 瑛 華道家
〃 〃 藤 井　聖 代 華道家
〃 〃 金剛寺　桂 子 華道家
〃 茶 道 今 井　宗 秀 茶道家
〃 学 識 経 験 宮 口　侗 廸 地域文化研究家
〃 〃 吉 友　嘉久子 コミュニケーター
〃 〃 黒 田　義 昭 舞台制作者
〃 〃 林 　 信 雄 鑑賞会員
〃 事 業 支 援 吉 村　邦 子 とやまこども芸術活動支援協議会

事 務 局 長 総 轄 有 川　圭 美
事務局次長 補 佐 黒 川　雅 皓 邦楽家
事務局幹事 美 術 企 画 石 田　敬 真 日本画家
〃 〃 大 澤　三 月 洋画家
〃 〃 野 村　光 雄 彫刻家
〃 〃 斉 藤　晴 之 工芸家
〃 〃 石 川　知恵子 書家
〃 〃 田 町　悠 俊 書家
〃 〃 平 井　勝 美 写真家
〃 音 楽 企 画 稀音家　多祢祐 邦楽家
〃 〃 横 野 　 昭 合唱活動家
〃 〃 丸 山　美由紀 演奏家
〃 〃 村 井　義 治 社会人吹奏楽指導者
〃 〃 岩 本　博 之 学校吹奏楽指導者
〃 〃 川 村　文 乃 演奏家
〃 芸 能 企 画 砂 田　洋 子 能楽師
〃 〃 藤 間　藤紗枝 日舞家
〃 〃 松 下　美 規 洋舞家
〃 〃 水 島　尚 道 剣詩舞家
〃 〃 筏 井　豊華翔 民踊指導者
〃 〃 木 口　文 代 大正琴演奏家
〃 企 画 文 芸 若 栗　清 子 小説家
〃 〃 平 井　信 一 歌人
〃 生 活 文 化 山 上　登美子 華道家
〃 〃 松 原　由 枝 華道家
〃 事 業 支 援 山 辺　知 代 とやまこども芸術活動支援協議会

総務主任 事 務 担 当 吉 井　美 穂
事業主任 〃 松 村　奈美子
主 事 〃 田 嶋　愛 子
書 記 〃 岡 崎　満里子
〃 〃 鎌 　 智 晴
〃 〃 大 橋　麻里奈

役　員 区　分 氏　　名 備　　　　　考 役　員 区　分 氏　　名 備　　　　　考

一般社団法人　富山県芸術文化協会事務局
〒930−0096 富山市舟橋北町７−１　富山県教育文化会館内
電話（076）441−8635　内線123　　FAX（076）442−4635
E-mail：info＠pat.or.jp　　URL：http://www.tiatf.or.jp
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『
藝
文
と
や
ま
』
第
46
号
を

発
刊
し
ま
し
た
。
中
西
修
富
山

テ
レ
ビ
放
送
代
表
取
締
役
社
長

の
巻
頭
言
、
菓
子
浩
Ｎ
Ｈ
Ｋ
制

作
局
ド
ラ
マ
番
組
部
チ
ー
フ
・

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
特
別
寄
稿

に
始
ま
り
、
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
方
々
の
取
材
記
や
海
外
交
流

事
業
の
参
加
報
告
、
芸
文
協
加

盟
団
体
の
活
動
報
告
な
ど
を
掲

載
し
、
グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ
で
は

芸
文
協
の
一
年
の
行
事
な
ど
を

写
真
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

特
集
で
は
「
富
山
の
文
化
こ

れ
か
ら
」
と
し
て
、
平
成
29
年

８
月
に
全
面
開
館
し
た
「
富
山

県
美
術
館
」
を
取
り
上
げ
、
雪

山
行
二
富
山
県
美
術
館
長
を
は

じ
め
斯
界
の
方
々
に
ご
参
加
頂

い
た
座
談
会
の
様
子
を
掲
載
し

ま
し
た
。

『
藝
文
と
や
ま
』
は
芸
文
協

役
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
芸
文

協
個
人
会
員
の
皆
様
に
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。
各
加
盟
団
体
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
団

体
別
に
お
渡
し
い
た
し
ま
す
の

で
、
芸
文
協
事
務
局
ま
で
受
け

取
り
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
高
覧
の
上
、
忌
憚
の
な
い
ご

講
評
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
、
一
般
の
方
で
第
46
号
及

び
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
お
求
め

の
方
は
、
芸
文
協
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
合
文
芸
誌
『
と
や
ま
文

学
』
第
36
号
を
発
刊
し
ま
し

た
。「
第
36
回
と
や
ま
文
学
賞
」

に
は
総
数
64
編
（
小
説
・
戯
曲

10
、
評
論
３
、
児
童
文
学
２
、

詩
31
、
短
歌
８
、
俳
句
７
、
川

柳
３
）
の
応
募
が
あ
り
、
小
説

等
や
詩
を
菅
野
昭
正
先
生
、
短

詩
型
を
川
本
皓
嗣
先
生
に
ご
選

考
頂
い
た
結
果
、
本
田
雅
俊
氏

の
小
説
「
岐
れ
道
」
が
と
や
ま

文
学
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
３

月
21
日
（
水
・
祝
）
に
は
パ
レ

ブ
ラ
ン
高
志
会
館
２
階「
嘉
月
」

に
て
選
者
の
先
生
方
を
お
招
き

し
、
授
賞
式
と
懇
談
会
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
６
月
17
日
㈰
に
は
、
県

教
育
文
化
会
館
４
０
３
号
室
で

合
評
会
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞

者
、委
員
等
約
30
名
が
参
加
し
、

木
下
晶
編
集
委
員
長
の
進
行
の

も
と
、『
と
や
ま
文
学
』
第
36

号
掲
載
作
品
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

現
在「
第
37
回
と
や
ま
文
学

賞
」の
作
品
を
募
集
中
で
す
。

募
集
要
項
は
芸
文
協
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp

：//w
w
w
.tiatf.

or.jp

よ
り
ご
覧
頂
け
ま
す
。

平
成
30
年
度

中
央
通
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド・

ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
一
番
町

　展
示
日
程

・「
中
央
通
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」

（
会
　場
）
北
陸
銀
行
本
店
中
央
通

　
　
　
　
　シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ

　
４
月
５
日
㈭
〜
５
月
15
日
㈫

　
　
中
沢
　妍
洋
（
　書
　）

　
５
月
17
日
㈭
〜
６
月
26
日
㈫

　
　
蓑
口
　研
二
（
洋
　画
）

　
６
月
28
日
㈭
〜
８
月
７
日
㈫

　
　
財
目
　笑
子
（
日
本
画
）

　
８
月
９
日
㈭
〜
９
月
18
日
㈫

　
　
石
田
　正
博
（
写
　真
）

　
９
月
20
日
㈭
〜
10
月
30
日
㈫

　
　
辻
村
　桂
苑
（
　書
　）

　
11
月
１
日
㈭
〜
12
月
11
日
㈫

　
　
高
橋
　昌
子
（
工
　芸
）

　
12
月
13
日
㈭
〜
平
成
31
年
１
月
22
日
㈫

　
　
水
林
　玉
蓮
（
　書
　）

　
平
成
31
年
１
月
24
日
㈭
〜
３
月
５
日
㈫

　
　
今
井
　弘
子
（
日
本
画
）

　
平
成
31
年
３
月
７
日
㈭
〜
４
月
16
日
㈫

　
　
志
波
美
弥
子
（
洋
　画
）

・「
ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

（
会
　場
）
北
陸
銀
行
本
店

　
４
月
12
日
㈭
〜
７
月
10
日
㈫

　
　
中
村
喜
久
雄
（
工
　芸
）

　
７
月
12
日
㈭
〜
10
月
９
日
㈫

　
　
森
田
　一
成
（
彫
　刻
）

　
10
月
11
日
㈭
〜
平
成
31
年
１
月
８
日
㈫

　
　
斉
藤
　晴
之
（
工
　芸
）

　
平
成
31
年
１
月
10
日
㈭
〜
４
月
９
日
㈫

　
　
加
治
　
　澄
（
彫
　刻
）

・「
ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
一
番
町
」

（
会
　場
）
北
陸
銀
行
越
前
町
支
店

　
　
　
　
　シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ

　
４
月
14
日
㈯
〜
７
月
13
日
㈮

　
　
田
畑
　
　功
（
彫
　刻
）

　
　高
田
　洋
司
（
工
　芸
）

　
７
月
14
日
㈯
〜
10
月
15
日
㈪

　
　
野
村
　光
雄
（
彫
　刻
）

　
　山
本
　興
山
（
工
　芸
）

　
10
月
16
日
㈫
〜
平
成
31
年
１
月
15
日
㈫

　
　
川
田
　良
樹
（
彫
　刻
）

　
　葛
井
　保
秀
（
工
　芸
）

　
平
成
31
年
１
月
16
日
㈬
〜
４
月
15
日
㈪

　
　
島
田
見
根
夫
（
彫
　刻
）

　
　中
林
　雅
代
（
工
　芸
）

（
敬
称
略
）

『
と
や
ま
文
学
』第
36
号（
特

集　
女
性
作
家
と
し
て
生
き
た

二
人
―
小
寺
菊
子・
尾
竹
紅
吉

―
）は
芸
文
協
事
務
局
他
に
て

定
価
１
、０
０
０
円（
税
込
）で

販
売
し
て
お
り
ま
す
。な
お
芸

文
協
会
員
は
事
務
局
で
お
求
め

頂
い
た
場
合
、最
新
号
１
冊
目

を
８
０
０
円
で
購
入
頂
け
ま

す
。
郵
送
で
も
販
売（
送
料
別

途
）し
て
お
り
ま
す
の
で
、詳

し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
藝
文
と
や
ま
』第
46
号
発
刊

『
と
や
ま
文
学
』第
36
号
発
刊

藝文とやま第46号
（頒価：1,000円［税込］）

授賞式

7



【
吹
奏
楽
部
門
】

（
加
納
佑
成
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

２
月
12
日（
月
・
祝
）

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
池
田
幸
広
先
生

（
チ
ュ
ー
バ
奏
者
）

　
参
加
者
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽

団
チ
ュ
ー
バ
奏
者
・
池
田
先
生

か
ら
、
チ
ュ
ー
バ
の
基
本
奏
法

や
練
習
法
を
中
心
に
指
導
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
受
講
者
は
ブ

レ
ス
を
見
直
し
た
り
と
、
あ
ら

た
め
て
基
礎
の
大
切
さ
を
学

び
、
真
剣
に
レ
ッ
ス
ン
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

【
日
舞
部
門
】

（
西
川
扇
博
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

３
月
３
日
㈯
〜
４
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
猿
若
清
三
郎
先
生

（
日
本
舞
踊
家
・

猿
若
流
九
世
家
元
）

　
猿
若
流
九
世
家
元
・
猿
若
先

生
を
講
師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。

長
唄
新
曲「
若
水
」を
演
目
に
、

幅
広
い
層
の
受
講
者
が
熱
心
に

練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
扇

子
の
動
か
し
方
や
細
や
か
な
動

き
ま
で
じ
っ
く
り
と
日
本
舞
踊

の
表
現
力
を
深
め
ま
し
た
。

【
吹
奏
楽
部
門
】

（
加
納
佑
成
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

３
月
10
日
㈯
〜
11
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
、

高
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
福
井
弘
康
先
生

（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏
者
）

　
東
京
佼
成
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
・
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏
者
の

福
井
先
生
を
お
招
き
し
、
息
の

使
い
方
等
、
基
礎
か
ら
丁
寧
に

学
び
ま
し
た
。
密
度
の
濃
い
講

習
を
受
け
、
受
講
者
は
自
身
の

演
奏
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
ま

し
た
。

【
合
唱
部
門
】

（
長
谷
部
律
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

３
月
17
日
㈯
〜
20
日
㈫

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
、

高
岡
文
化
ホ
ー
ル
、
小
杉
中

学
校
、
井
波
小
学
校

講
師
＝
ア
ー
グ
ネ
シ
ュ
・
テ

レ
ク
先
生
（
ハ
ン
ガ

リ
ー
・
合
唱
指
導
者
）

　
今
年
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
よ
り
デ

ブ
レ
ツ
ェ
ン
大
学
准
教
授
の
合

唱
指
揮
者
テ
レ
ク
先
生
を
お
招

き
し
、
コ
ダ
ー
イ
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
ア
カ
ペ
ラ
合
唱
に
親
し
み

な
が
ら
、
発
声
・
発
音
・
表
現

の
指
導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

受
講
者
は
曲
の
歴
史
的
な
背
景

に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

【
洋
舞
部
門
】

（
中
川
文
可
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

４
月
28
日
㈯
〜
29
日
㈰

可
西
舞
踊
研
究
所
高
岡
ス
タ

ジ
オ
、
中
川
モ
ダ
ン
バ
レ
エ

ア
カ
デ
ミ
ー
ス
タ
ジ
オ

講
師
＝
市
田
京
美
先
生
（
舞

踊
家
）、
ト
ー
マ
ス
・

デ
ュ
ー
シ
ャ
ト
レ
先

生
（
舞
踊
家
）

ド
イ
ツ
の
ピ
ナ
・
バ
ウ
シ
ュ
・

ヴ
ッ
パ
タ
ー
ル
舞
踊
団
で
活
動

歴
を
持
つ
市
田
先
生
と
デ
ュ
ー

シ
ャ
ト
レ
先
生
を
講
師
に
お
招
き

し
ま
し
た
。
受
講
者
は
身
体
の

内
側
か
ら
の
感
覚
の
広
が
り
を

意
識
し
た
動
き
を
学
び
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
・
平
成
30
年
度

芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業
（
吹
奏
楽
・
日
舞
・
合
唱
・
洋
舞
・
邦
楽
）

（洋舞部門）市田京美先生、トーマス・デューシャトレ先生

（吹奏楽部門）福井弘康先生

（合唱部門）アーグネシュ・テレク先生

（日舞部門）猿若清三郎先生

（吹奏楽部門）池田幸広先生
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「
平
成
30
年
度
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
日
程
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◆
８
月
20
日
㈪

社
会
福
祉
法
人
浦
山
学
園
福
祉
会
小
杉
西
部
保
育
園

【
洋
舞
】�

田
中
バ
レ
エ
研
究
所
、�

和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所

【
洋
楽
】
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
・
ト
リ
オ

◆
９
月
22
日
㈯

富
山
市
立
大
泉
中
学
校

【
洋
舞
】�
中
川
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー
、�

フ
ェ
ア
リ
ー
バ
レ
エ
シ
ア
タ
ー

【
能
楽
】
富
山
県
宝
生
会

◆
10
月
６
日
㈯

富
山
県
立
ふ
る
さ
と
支
援
学
校

【
能
楽
】
富
山
県
宝
生
会
、
観
世
流
富
山
松
友
会

【
洋
楽
】�

と
や
ま
レ
デ
ィ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ�

Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

◆
11
月
７
日
㈬

社
会
福
祉
法
人
高
岡
南
福
祉
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
が
や
き

【
民
謡
民
舞
】
日
本
民
踊
研
究
会
民
友
会

◆
11
月
11
日
㈰

南
砺
市
蓑
谷
公
民
館

【
吹
奏
楽
】�

富
山
県
立
南
砺
福
野
高
等
学
校�

吹
奏
楽
部

◆
11
月
18
日
㈰

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
の
ぼ
の
苑

【
民
謡
民
舞
】�

松
博
会
、�

日
本
民
踊
研
究
会
あ
ず
さ
会

【
大
正
琴
】
琴
城
流
富
山
琴
翔
支
部

◆
11
月
27
日
㈫

立
山
町
立
立
山
中
央
小
学
校

【
洋
楽
】Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ソ
レ
イ
ユ

【
詩
吟
剣
舞
】
渋
川
流
剣
詩
舞
道
紅
栄
会

◆
12
月
６
日
㈭

学
校
法
人
晴
雲
学
園

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
晴
雲
幼
稚
園

【
日
舞
】�

藤
間
松
山
社
中
、
藤
間
藤
紗
枝
社
中
、

西
川
扇
介
穂
社
中

【
邦
楽
】
高
橋
雅
楽
佳
社
中

◆
12
月
10
日
㈪

社
会
福
祉
法
人
高
陵
児
童
福
祉
会
野
村
保
育
園

【
大
正
琴
】
琴
修
会
ラ
ブ
・
ハ
ー
プ

【
洋
楽
】
Ｌ
ｉｐ
ｐ
ｅ
（
リ
ッ
ぺ
）

◆
12
月
11
日
㈫

富
山
市
立
楡
原
中
学
校

【
大
正
琴
】
琴
城
流
大
正
琴
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
風
雅

【
詩
吟
剣
舞
】
渋
川
流
剣
詩
舞
道
恵
承
会

◆
12
月
25
日
㈫

社
会
福
祉
法
人
と
な
み
中
央
福
祉
会

あ
ぶ
ら
で
ん
保
育
園

【
洋
舞
】�

可
西
舞
踊
研
究
所
、�

津
田
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

【
日
舞
】�
西
川
扇
博
社
中
、
藤
間
勘
登
栄
社
中
、

藤
間
香
寿
富
社
中
、
辰
巳
千
寿
社
中

◆
２
０
１
９
年
１
月
30
日
㈬

社
会
福
祉
法
人
浜
加
積
保
育
園

【
洋
舞
】
富
山
県
洋
舞
協
会

【
邦
楽
】
寺
林
雅
楽
寛
社
中

訃　

報

書
家
で
芸
文
協
参
事
の
森
川

巨
邨
先
生
が
平
成
30
年
５
月
10

日
に
、
同
じ
く
書
家
で
元
芸
文

協
事
務
局
幹
事
の
川
人
秀
石
先

生
が
平
成
30
年
５
月
15
日
に
、

ま
た
、
県
社
会
人
吹
奏
楽
連
盟

顧
問
の
山
本
武
先
生
が
平
成
30

年
６
月
４
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

生
前
、
富
山
県
の
芸
術
文
化

の
振
興
と
発
展
、
ま
た
芸
文
協

の
諸
事
業
に
対
し
て
多
大
な
ご

貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

● 

ご
寄
付 

●

可
西　
晴
香
氏�

30
万
円

　
芸
文
協
副
会
長
の
可
西
晴

香
氏
か
ら
、
石
井
漠
・
は
る

み
指
導
者
大
賞
と
平
成
29
年

度
チ
ャ
コ
ッ
ト
賞
の
賞
金

30
万
円
を「
第
１
回
と
や
ま

こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭
」に
対

し
ご
寄
付
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
厚
志
に
深
く
感
謝
し
、

皆
様
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

【
邦
楽
部
門
】

（
瀬
尾
雅
加
寿
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

６
月
16
日
㈯
〜
17
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
小
野
正
志
先
生

（
邦
楽
家
）

昨
年
に
引
き
続
き
小
野
先
生

を
講
師
に
お
招
き
し
、
県
邦
楽

協
会
会
員
や
一
般
の
方
を
対
象

に
、
今
後
の
練
習
に
つ
な
が
る

充
実
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
合
奏
で

は
雅
な
和
楽
器
の
音
が
美
し
く

響
き
合
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

開
催
予
定
一
覧

お
詫
び
と
訂
正

　
「
藝
文
協
だ
よ
り
」
第
２
４
６
号
・
第
２
４
７
号

合
併
号
（
平
成
30
年
２
月
発
行
）
の
３
頁
「
平
成
29

年
度
芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業
」【
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
部
門
】
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

誤
）
参
加
者
は
野
田
先
生
か
ら

正
）
参
加
者
は
野
口
先
生
か
ら

　
読
者
の
皆
様
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（邦楽部門）小野正志先生
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第
32
回
富
山
県
社
会
人

吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

３
月
11
日
㈰

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

平
成
29
年
度（
公
財
）日
本
民
謡
協
会

「
民
謡
民
舞
富
山
県
連
合
大
会
」

「
民
謡
民
舞
少
年
少
女
大
会
」

３
月
18
日
㈰

砺
波
市
文
化
会
館

第
67
回
富
山
県
書
道
連
盟
展

３
月
30
日
㈮
〜
４
月
１
日
㈰

富
山
県
民
会
館
地
下
展
示
室

Four Room
s＋

1

４
つ
の
和
室
と
蔵
に
み
る
現
代
美
術

３
月
31
日
㈯
〜
６
月
19
日
㈫

樂
翠
亭
美
術
館

内
山
邸　
観
桜
の
会

４
月
７
日
㈯
〜
４
月
８
日
㈰

富
山
県
民
会
館
分
館
内
山
邸

日
本
新
工
芸
富
山
会
展

４
月
11
日
㈬
〜
４
月
17
日
㈫

大
和
富
山
店
５
階
ア
ー
ト
サ
ロ
ン

第
60
回
記
念
清
渓
社
現
代
書
展

４
月
13
日
㈮
〜
４
月
15
日
㈰

富
山
県
民
会
館
美
術
館
・
地
下
展
示
室

小
さ
な
音
楽
会

４
月
14
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
47
回
富
山
県
春
の
短
歌
大
会

４
月
15
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
56
回
定
期
演
奏
会

４
月
21
日
㈯

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

高
岡
御
車
山
祭
協
賛
「
高
岡
茶
会
」

４
月
21
日
㈯
〜
４
月
22
日
㈰

国
宝
高
岡
山
瑞
龍
寺

創
立
70
周
年
記
念　
富
山
県
日
本
画
家
連
盟
展

―
風
土
に
生
き
る
―

４
月
21
日
㈯
〜
４
月
29
日（
日
・
祝
）

富
山
県
民
会
館
美
術
館

第
５
回
沢
崎
ゆ
み
フ
ル
ー
ト
リ
サ
イ
タ
ル

４
月
22
日
㈰

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

［
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｅ
］

５
月
３
日（
木
・
祝
）

富
山
県
民
小
劇
場
オ
ル
ビ
ス

第
41
回
コ
ン
ツ
ェ
ル
テ
・
エ
ロ
イ
カ

定
期
演
奏
会

５
月
13
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

第
65
回
富
山
県
女
流
書
道
展

５
月
17
日
㈭
〜
５
月
22
日
㈫

大
和
富
山
店
６
階
催
事
ホ
ー
ル

第
43
回
亜
細
亜
現
代
美
術
富
山
支
部
展

５
月
19
日
㈯
〜
５
月
22
日
㈫

富
山
県
民
会
館
美
術
館
ａ

桐
朋
学
園
大
学
院
大
学

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
実
習
公
開
授
業

第
１
日
、
第
２
日

５
月
19
日
㈯
〜
５
月
20
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ー
サ
ル
室

観
世
流
富
山
松
友
会
春
季
大
会

５
月
20
日
㈰

富
山
能
楽
堂

ダ
ン
ス
ラ
イ
ヴ
ｖ
ｏ
ｌ
．８

「
小
夜
曲　
セ
レ
ナ
ー
デ
」

５
月
26
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
マ
ル
チ
ス
タ
ジ
オ

第
43
回
武
蔵
野
音
楽
大
学
同
窓
会

富
山
県
支
部
研
究
演
奏
会

５
月
27
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

富
山
音
楽
院
講
師
に
よ
る

五
月
の
風
コ
ン
サ
ー
ト

５
月
27
日
㈰

学
校
法
人
富
山
音
楽
院
タ
ミ
ー
ホ
ー
ル

萌
の
会
（
グ
ル
ー
プ
展
）「
字
」
展

６
月
１
日
㈮
〜
６
月
３
日
㈰

北
日
本
新
聞
ギ
ャ
ラ
リ
ー

富
山
大
学
医
科
薬
科
管
弦
楽
団

第
41
回
定
期
演
奏
会

６
月
２
日
㈯

ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル
ラ
ポ
ー
ル

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
雫
２
０
１
８

富
山
の
若
き
演
奏
家
た
ち
に
よ
る

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ

６
月
８
日
㈮
〜
２
０
１
９
年
３
月
９
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

富
山
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

第
40
回
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

６
月
９
日
㈯

富
山
県
民
会
館

津
田
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

第
６
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

６
月
10
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

特
別
演
奏
会

６
月
16
日
㈯

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

草
月
会
富
山
県
支
部
三
創
会
い
け
ば
な
展

６
月
16
日
㈯
〜
６
月
17
日
㈰

北
日
本
新
聞
社
創
造
の
森
越
中
座

平
成
30
年
度
富
山
千
吟
会
吟
道
大
会

６
月
17
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

20
周
年
記
念　
草
月
四
季
の
会　
い
け
ば
な
展

６
月
23
日
㈯
〜
６
月
24
日
㈰

南
砺
市
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

平
成
30
年
度
「
春
季
能
楽
大
会
」

６
月
24
日
㈰

富
山
能
楽
堂

富
山
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

第
45
回
定
期
演
奏
会

６
月
30
日
㈯

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

第
45
回
記
念
富
山
独
立
書
展

７
月
５
日
㈭
〜
７
月
８
日
㈰

富
山
県
民
会
館
美
術
館

中
川
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー

第
25
回
発
表
会

７
月
15
日
㈰

富
山
県
民
会
館

今
井
顕
公
開
講
座

生
ま
れ
変
わ
っ
た
ソ
ナ
チ
ネ
ア
ル
バ
ム

〜
古
典
派
の
記
譜
法
を
解
き
明
か
す
〜

７
月
19
日
㈭

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
38
回
「
富
山
薪
能
」

７
月
31
日
㈫

富
山
能
楽
堂

富
山
県
青
少
年
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

35
回
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

８
月
10
日
㈮

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト

〜
岡
野
宏
映
先
生
を
囲
ん
で
〜

８
月
11
日（
土
・
祝
）

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

能
登
泰
輝
・
谷
口
琴
音

ジ
ョ
イ
ン
ト
リ
サ
イ
タ
ル

８
月
11
日（
土
・
祝
）

高
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

ウ
イ
ン
グ
ウ
イ
ン
グ
高
岡
４
階

室
内
楽
の
愉
し
み
ｖ
ｏ
ｌ
．18

８
月
12
日
㈰

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
70
回
毎
日
書
道
展
北
陸
展

８
月
12
日
㈰
〜
８
月
30
日
㈭

富
山
県
民
会
館

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
２
０
１
８

８
月
19
日
㈰

新
川
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

張
鶴
二
胡
来
日
15
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

８
月
25
日
㈯

富
山
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

THE M
U

SICAL 

〜That’s LIFE！

〜

９
月
１
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

輝
く
富
山
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
シ
リ
ー
ズｖｏ
ｌ
．11

細
川
千
尋
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
・
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ

９
月
８
日
㈯

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

宝
生
流
・
観
世
流
・
和
泉
流
三
派
合
同

「
第
32
回
能
楽
鑑
賞
大
会
」

９
月
16
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

特
別
演
奏
会

９
月
22
日
㈯

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

内
山
邸　
観
月
の
会

９
月
22
日
㈯

富
山
県
民
会
館
分
館
内
山
邸

高
岡
こ
ど
も
生
活
文
化
祭

「
花
展
・
お
茶
会
」
２
０
１
８

９
月
22
日
㈯
〜
９
月
23
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
他

大
伴
家
持
生
誕
１
３
０
０
年
記
念
事
業

〜
ふ
る
さ
と
富
山
〜
家
持
の
歌
・
と
や
ま
の
う

た
コ
ン
サ
ー
ト

９
月
24
日（
月
・
祝
）

富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

長
唄
稀
音
の
会
演
奏
会

９
月
30
日
㈰

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

柳
家
喬
太
郎
×
三
遊
亭
白
鳥　
二
人
会（
仮
称
）

10
月
２
日
㈫

富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

２
０
１
８
年　
花
ま
つ
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
展
＆

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
「
花
心
論
」

10
月
５
日
㈮
〜
10
月
６
日
㈯

ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル
ラ
ポ
ー
ル

第
38
回
全
国
万
葉
短
歌
大
会

10
月
６
日
㈯

高
岡
市
万
葉
歴
史
館

富
山
県
壮
吟
会
創
立
60
周
年
記
念
吟
道
大
会

10
月
14
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

桐
朋
学
園
大
学
院
大
学

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

協
奏
曲
の
夕
べ

10
月
19
日
㈮

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

桐
朋
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー

第
46
回
室
内
楽
定
期
演
奏
会

第
１
夜
、
第
２
夜

11
月
１
日
㈭
〜
11
月
２
日
㈮

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
57
回
定
期
演
奏
会

11
月
18
日
㈰

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

富
山
あ
ざ
み
女
声
合
唱
団
第
35
回
定
期
演
奏
会

11
月
18
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

大
阪
府
立
淀
川
工
科
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
魚
津
特
別
公
演

11
月
23
日（
金
・
祝
）〜
11
月
24
日
㈯

新
川
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

ぼ
く
と
わ
た
し
の
コ
ン
サ
ー
ト
デ
ビ
ュ
ー

ｖ
ｏ
ｌ
．２　
高
岡
公
演
（
仮
称
）

２
０
１
９
年
１
月
６
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

と
や
ま
映
像
祭
２
０
１
９

２
０
１
９
年
２
月
16
日
㈯
〜
２
月
17
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

第
40
回
民
謡
春
ま
つ
り

２
０
１
９
年
３
月
３
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

内
山
邸　
梅
園
茶
会

２
０
１
９
年
３
月
23
日
㈯
〜
３
月
24
日
㈰

富
山
県
民
会
館
分
館
内
山
邸

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内
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